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ロシアによるウクライナ侵攻が続く中、欧州の天然ガス調達に大きな懸念が生じてい

る。欧州連合（EU）はロシアへの制裁措置として、SWIFT（国際銀行間通信協会）か

らロシアの大手・中堅 7行を排除すると 3月 2日に発表したが、エネルギーの貿易決済

に関わる最大手行ズベルバンクと国営ガス会社傘下のガスプロムバンクは対象外とな

った。欧州の天然ガス輸入がロシアへ大きく依存していることを踏まえると、上記 2行

への制裁措置に踏み切れない苦しい事情が察せられる。 

EUの天然ガス輸入（2020 年）の 38％をロシアが占めるが、相手国をパイプライン経

由と LNGの内訳でみると（表）、ロシア産の代替調達先を探すのが容易ではない状況が

見て取れる。 

 

表：世界の天然ガス輸入量と相手国別内訳（2020年） 

 
 

豪州 ノルウェー

LNG パイプライン LNG パイプライン LNG パイプライン LNG パイプライン LNG パイプライン

北米 4.6 144.3 - - 0.9 76.1 - - 0.1 -

南米 13.9 12.5 0.1 - 7.1 - 0.9 - 0.1 -

ベルギー 5.1 17.6 0.9 - 1.3 - 2.8 - - 7.5

フランス 19.6 25.8 5.0 2.6 2.6 - 1.9 - - 17.6

ドイツ - 102.0 - 56.3 - - - - - 31.2

イタリア 12.1 50.8 - 19.7 2.1 - 6.8 - - 5.4

オランダ - 38.4 - 11.2 - - - - - 20.0

スペイン 20.9 12.3 3.4 - 5.4 - 3.1 - - 1.2

トルコ 14.8 31.8 0.2 15.6 2.8 - 3.1 - - -

英国 18.6 29.7 2.9 4.7 4.7 - 9.0 - - 23.7

その他EU 23.7 112.6 4.7 55.2 6.7 - 3.5 - - 0.3

その他欧州 0.1 11.3 0.1 2.5 - - - - - -

欧州 114.8 447.1 17.2 167.7 25.6 - 30.2 - - 106.9

CIS - 39.5 - 26.1 - - - - - -

中東アフリカ 9.2 35.3 0.6 - 1.3 - 3.2 21.8 - -

中国 94.0 45.1 6.9 3.9 4.4 - 11.2 - 40.6 -

インド 35.8 - 0.7 - 3.3 - 14.1 - 1.4 -

日本 102.0 - 8.4 - 6.4 - 11.9 - 39.7 -

アジア太平洋 345.4 65.2 22.5 3.9 26.4 - 71.8 - 106.0 -

合計 487.9 755.8 40.4 197.7 61.4 76.1 106.1 21.8 106.2 106.9

（注）BP社が、LNG100万トン=天然ガス13.6億立方メートルとして換算・表示。
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欧州の天然ガス輸入の 80％がパイプライン経由であり、相手国はロシアが 37.5％を

占め、次いでノルウェー（23.9％）、その他欧州（22.5％）、オランダ（6.3％）、アルジ

ェリア（4.7％）となっている。ただし、国によってロシアへの依存度は大きく異なっ

ており、ドイツは 55％と最も高く、イタリアも 39％と高いのに対し、フランスは 10％、

スペインは輸入していない。また、ドイツは LNG 基地を持っていないことから、天然

ガス輸入は全てパイプライン経由である。 

LNG については、欧州の輸入相手国はカタール（シェア：26.3％）、米国（22.3％）、

ロシア（15.0％）、ナイジェリア（12.7％）、アルジェリア（12.1％）であり、パイプラ

インに比べれば調達先は分散している。ロシアへの依存度は、フランスが 25.6％、スペ

インは 16.4％となっている。 

ロシアが欧州向け天然ガス輸出を停止した場合、そのボリュームを踏まえれば、代替

先を確保するのは難しい状況である。LNG の主要産地のカタールや米国、豪州からあ

る程度調達できたとしても、パイプラインが主流の欧州では、LNG 輸入基地はドイツ

が持っていない一方で、スペインには欧州の 3分の 1が立地するなど偏在している。 

 

こうした中、対応策が相次いで発表されている。ドイツではショルツ首相が 2 月 27

日、国内に 2 つの LNG 基地を新設する方針を表明し、3 月 5 日にそのうち 1 つの基地

の新設が発表された。ドイツは 2022 年末までにすべての原子力発電所を閉鎖、石炭火

力発電所は早ければ 2030 年までに廃止する方針だが、方針を見直す可能性も取り沙汰

されている。 

また、国際エネルギー機関（IEA）は 3月 3日、「EUのロシアへの天然ガス依存を減

らすための 10の提言（“A 10-Point Plan to Reduce the European Union’s Reliance on Russian 

Natural Gas”）」を発表した。ガス供給、電力部門、消費者に関わる提言から成り、これ

らを実施することにより、EU はロシアからの天然ガス輸入量を 1 年以内に 3 分の 1 以

上減らせるとしている。10の提言は以下の通りである。 

 

① ロシアと新規ガス供給契約を結ばない 

② ガスの輸入をロシアから他国に切り替える 

③ 最低限のガス貯蔵義務を導入する 

④ 新規の風力・太陽光プロジェクトの展開を加速させる 

⑤ バイオエネルギーと原子力からの発電量を最大化する 

⑥ 高い電気料金から消費者を保護するための短期的な措置の実施 

⑦ ガスボイラーからヒートポンプへの切り替えを加速させる 

⑧ 建物と産業部門におけるエネルギー効率の改善を加速させる 

⑨ 消費者に対して一時的に建物のサーモスタットの温度調整を促す 

⑩ 電力システムの多様化・脱炭素化の取り組みを強化する 

 

 

IEAの提言は中長期で効果が期待されるものが中心だが、短期的には消費者レベルで

の取り組みを促している。なお、欧州委員会も、欧州のロシアへのガス依存度を可能な

限り早く減らすための道筋を近日中に発表する予定である。 
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資源を外国に依存する国にとって調達先の分散化・多様化は重要課題であるが、そう

したエネルギー安全保障上の問題が、今般急速に浮き彫りとなった。EU の「欧州グリ

ーン・ディール」の目的は、気候変動問題への対応とポスト・コロナの経済復興である

が、貿易相手国との関係が変化することから地政学的にも影響が大きいと分析されてお

り1、また、EUの狙いとしても、ロシアへの依存からの脱却があるとも指摘されている。 

欧州委員会のティーマーマンス上級副委員長は 3月 1日の講演2で、「我々はグリーン

への移行のために緊急に努力しなければならないが、プーチンの戦争は更なる側面を加

えることになる。なぜなら、グリーンへの移行は、エネルギーやその他の資源の輸入へ

の依存から我々を解放してくれるからである」と述べている。エネルギー安全保障上の

点からも、EU が「欧州グリーン・ディール」を強力に進める必要性がさらに高まって

いる。 

 

以 上 
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